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三浦外洋セーリングクラブ理事会議事録 

 

開催日：２０１６年９月１３日（火）１８：３０～１９：５３ 

場 所：虎ノ門 第二オカモトヤビル３階会議室 

出席者：理 事：伊藤、大谷、小川、尾山、黒岩、児玉、才藤、庄野、関根、丹羽、平松、

星野、三輪 
    オブザーバー：北川 

欠席者：理 事：飯島、北村、新通、外山、羽柴 
    監 事：藤田、望月（以上、アイウエオ順） 
 

尾山会長が議長となり、議事録作成人に庄野理事、同署名人に才藤理事を指名して、下記議

案につき審議した。 
 

１．ミドルボート選手権報告の件 

関根事務局長よりレース報告書が回覧され、承認された。 

 

２．石廊崎レース・トランスサガミ報告の件 

丹羽理事よりレース報告書が回覧され、承認された。 議長よりロールコールを履行し

なかった艇が 10 艇ほどあり、コミッティから抗議を提出したが、却下された旨が補足さ

れた。 
 

３．2017 年ジャパンカップの件 

  平松理事よりここ数年ジャパンカップへの参加艇が少なく、3 年前よりジャパンカップ

・ワーキンググループがサマーガールの馬場オーナーを座長として立ち上がり、①別紙

ジャパンカップ開催基準が策定され、３水域持ち回り、JSAF 主催、8 月盆の時期開催、

参加 10 艇以上での開催、を大きな柱と指定されたが、今年は結局 8 艇での開催となり、

②来年は関東開催の順番になるところ、植松 JSAF 副会長と関東 4 団体の会長が集まり、

シーボニアでしか開催できないであろうとの意見を得て、リビエラリゾート社の費用負

担、バース確保、シーボニアヨットクラブの協力が得られるか？といった課題が解決さ

れれば、関東で開催しても良いのではないかとの結論を得たこと、③リビエラリゾート

社とシーボニアヨットクラブの協力は得られる見通しだが、開催費用約 400 万円をエン

トリーフィだけでは賄えず、近日中に植松副会長と 4 団体会長が再協議予定である旨が

報告された。 議長より 4 団体会長での協議の際、同レースは当クラブの会員サービス

には結びつかない旨を発言したこと、並びに複数ハーバーへの係留の可能性や運営艇の

借入などを検討する旨が補足された。 

 

４．今後の主催レースの件 

  ①関根事務局長よりヨコヤマカップへの協力を当クラブへ依頼し、9 月 24 日 28 艇のエ

ントリーにて開催予定であることが報告された。 

②小川理事より小網代カップを 11 月 5・6 日の日程で開催予定であり、公示は既に公開

済みであり、10 艇以上の参加を期待する旨が報告された。  

③平松理事より10月9日予定の若大将カップは共同主催依頼文書が回送されているか未
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確認であるが、葉山新港にてディンギーレースも開催予定であり、JSAF 会員のみ参加

できる内容であり、オールドセーラーヨットレースは別日程にて企画中である旨が報

告された。 

④議長よりタモリカップにつき事後承諾のような形で承認願いが当クラブへ提出された

が、事前の相談等が全くなかったので、意見を付して返答した旨が報告された。 

主催レースにつき、意義なく承認された。 

 

５．ルールブック販売の件 

  三輪理事より来年のルール改訂に伴い、事前予約によりルールブックを JSAF より安価に

購入できるため、1 冊 2,500 円にて 50 冊を注文し、11 月に配布・販売予定であること、

12 月 25 日にはルール勉強会、3 月には B 級ジャッジ講習会を開催予定である旨が報告さ

れ、承認された。 尚、今回のルール改訂に於いては、69 条が大きく変更される旨が補

足された。 

 

６．捜索救助 WG 答申の基金運営委員会開催の件 

  庄野理事より捜索救助ワーキンググループ答申の一つである、緊急事態発生時に民間へ

の捜索依頼をどのタイミングで何を根拠・判断基準として行うかにつき、基金運営委員

会での協議が必要であるとの説明に対し、基金会長が本日欠席につき、庄野理事より基

金運営委員各位へ働きかけをすることとした。  

 

７．8 月末時点収支報告の件 

関根事務局長より 8 月末時点の収支報告書が披露され、進行年度も残り少なくなるため、

各委員会で活発に活動して頂きたいこと、並びに会費未納者は 1 月理事会までに入金な

ければ退会扱いとしたい旨が報告され、承認された。 
 

８．みさきヨット無線局の件 

  関根事務局長より別紙みさきヨット報告書が披露され、JSAF の利用艇リストが不正確で

あり、加入証発行システムも不完全であること、並びに名古屋のちたヨット無線局が 9

月に廃局したことが報告され、本件については継続審議となった。 

 

９．講習開催の件 

  関根事務局長よりオフシーズンでの講習日程を是非各委員会で組んで会員サービスに努

めて欲しい旨が要請され、星野理事からは落水救助のビデオ資料を提供して欲しい旨が

要請され、議長より理事会の開催日程・会場につき火曜日・都内貸し会議室に拘らず、

希望があれば次回理事会までに提案して欲しい旨が披露された。 

 

10．その他 

  関根事務局長より本日オブザーバー参加の北川氏が紹介された。 

 次回理事会は 11 月 8 日であることが確認された。 

 

以上で本日の議事を全て終了し、19 時 53 分閉会した。 
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以 上 
 

        ２０１６年９月３０ 日 

           

       議事録署名人 才藤滋 


